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TAKE FREE

日本のみならず、

世界のモーターカルチャースタイルを

いち早く取り入れるMotorimodaでは、

今・昔・近未来を縦横無尽に行き交い、

皆様に「Wow！」なアイテムをご紹介しております。

今回当社として初めてとなる

定期発行物「Labyrinth」を創刊し、

お客様（読者）とのコミュニケーションをより深め、

活発にすることを目的として制作することにしました。

Motorimodaコレクション、モーターカルチャー、

お客様やスタッフをクローズアップして

皆様にご案内・ご紹介するタブロイド誌となれば幸いです。

多くの情報が氾濫している現在、ご自身の方向性を見つけて

その迷路から脱出してください。
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防水性と機能性にこだわり、
技巧を凝らしたプロダクツ。
　大人のモータースタイルをテーマに、ヨーロッパを

中心とした国内外のトップブランドを扱う「Motorimoda

（モトーリモーダ）」が、正規輸入元として力を注いで

いるのが、英国ブランドの BELSTAFF（ベルスタッフ）

だ。コットン生地にワックスを染み込ませた「ワックスコッ

トン」をモーターサイクル用ウエアに採用。撥水性と

通気性を併せ持ち、快適でファッション性も高く、世

界中のライダーに愛され続けている。

　今年で創業 100 周年という歴史を誇るブランドで、

イギリスのバイクシーンとは深い関わりがある。1907年、

イギリスのマン島で「マン島ツーリストトロフィーレース

（The Isle of Man TT）」が初開催。2 年後にはス

コットランドで「スコティッシュ6デイズトライアル（SSDT）」

が行われるようになり、バイクシーンは盛り上がりをみ

せていたが、本格的に発展していったのは第一次世

界大戦後だ。創業者のエリ・ベロヴィッチは、大戦

中にテントやケープ用にワックスコットン生地を軍に納め

るビジネスを展開。戦後に義理の息子のハリー・グロ

スバーグとともに1924 年にベルスタッフを設立した。

　当時は産業革命と戦後の復興によってファッション

が産業化。質より量が求められていたが、カウンター

としてより高い品質を求める流れも興っていた。ベルス

タッフもまた、品質にこだわったメーカーのひとつだ。独

自開発したワックスコットンを採用したジャケットは、その

高度な防水性と機能性から、数多くのライダーが着用。

飛行士、冒険家らにも支持され、アラビアの英雄 

T・E・ロレンス、女性飛行士エイミー・ジョンソンなど

も愛用。フィールドを超えた時代のトップランナーたち

に愛されるブランドへと成長していったのだ。

冒険を可能にするベルスタッフのアイコン、
トライアルマスター。
　ベルスタッフを語る上で欠かせない存在が「トライア

ルマスター」だ。革命家チェ・ゲバラがバイクで南米

大陸横断した際に着用。名優スティーブ・マックイーンが、

映画「大脱走」（1963 年公開）で着用し、プライベー

トでも愛用していたことでも知られている。

　起源は 1948 年、スコットランドのトライアルレース

「SSDT」のために開発されたのが始まりだ。悪天候

の中、荒野を1日最大 100 マイルを6日間かけて走

り抜けるというレースで、ライダースジャケットには過酷な

走行環境からライダーを守ることが求められていた。

　そこでワックスコットンを採用したライダースジャケットを

開発。当時、トライアルの神様と称えられるサミー・ミラー

がレースで着用したところ大絶賛。その結果、多くのラ

イダーに支持されるようになっていったのだ。

　近年ではレザーからテクニカルファブリックまで幅広

く対応し、グローブやシューズなども展開。トム・クルー

ズ、ジョージ・クルーニー、ブラット・ピットなど名だたるハ

リウッドスターたちや、セレブのファッショニスタにも愛され

るブランドへと発展している。最新のトレンドや機能を

取り入れながらも、最新のトレンドや機能性を取り入れ

ながらも、品質やデザイン性にこだわるポリシーは同じ。

今日もライダーを取り巻く過酷な走行環境に耐え、多く

のライダーたちを冒険の世界へと導いている。
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アメリカのモータリゼーション黄金期を彩った
ガルフオイルのブルー＆オレンジ。

モーターカルチャーを語る上で欠かせない
ガルフオイルのヒストリー。
　大人のモータースタイルを提案している「モトー

リモーダ」が、厳選するアメリカ生まれのブランドが

「GULF（ガルフ）」だ。1901年にテキサス州スピンド

ルトップで石油が発見され「ガルフオイル」が創設。

アメリカのモーターカルチャーの発展に深く関わってきた。

　ガルフカラーにオレンジが採用されたのは 1903

年。主力の灯油を食料雑貨店で量り売りする際に、

仕入先を区別する色がオレンジだったことから、オレ

ンジディスクのロゴが採用されたのだ。同年、フォー

ドモーター社が設立。アメリカのモータリゼーション

の波に乗って躍進し、1913 年には世界初となるドラ

イブイン形式のサービスステーションを開設。アメリ

カ庶民の暮らしに、ガルフオイルのロゴが浸透して

いったのだ。

　同社がモータースポーツに参入したのは 1936 年と

古く、ユタ州ボンネビルのソルトフラッツで開催された

スピードトライアルからだが、ガルフカラーと呼ばれる「ブ

ルー＆オレンジ」を採用したのは 60 年代だ。1967

年にフォードGT40 ベースの「ミラージュフォード M1」

を製作。コーポレートカラーはオレンジとダークブルー

だったが、華やかさを演出するためにパウダーブルー

とオレンジに変更。ベルギーのスパ1000 キロレー

スで初優勝を飾ったのだ。1968 年には「ル・マン

24 時間レース」にフォードGT40で初参戦初優勝。

1969 年に連続優勝を果たし、1975 年にはガルフミ

ラージュ GR8でレースを制した。また、1968 年から

1973 年にかけてスポンサー活動を拡大し、モーター

スポーツに力を入れていたのだ。

　ガルフカラーを世に知らしめたのは、名優スティー

ブ・マックイーンが主演する映画「栄光のル・マン（1971

年公開）」だ。マックイーン演じる主人公マイケル・ディ

レイニーが、ポルシェ917Kを走る様子がドキュメン

タリータッチで描かれた。この映画の世界的ヒットで

ガルフカラーが広まっていったのだ。その後、ガルフ

は一時レース活動を休止するが、1994 年から再開。

ブルー＆オレンジのコーポレートカラーは、モーター

スポーツにこだわるガルフの象徴となっている。

ガルフの精神をアパレルに落とし込んだ
アパレルコレクション。
　ドライブ×ライフスタイルをコンセプトに、ガルフの

スピードへの憧れやチャレンジ精神が落とし込まれ

たオフィシャルライセンスグッズは、ガルフがもたらし

た1960 〜1970 年代のモータースポーツ黄金期の

イメージを現代的に再構築し、高品質でファッショ

ナブルなウェアに反映している。

　定番モデル「ディレイニーブルゾン」や「ロードマ

スターブルゾン」に施されたブルーとオレンジのレー

シングストライプは、映画「栄光のル・マン」に登

場するマイケル・ディレイニーのレーシングスーツが

モチーフだ。

　ラインナップは、レザージャケットやコットンやポリエ

ステル素材を採用したテキスタイルジャケット、パー

カーやポロシャツ、Tシャツなど日常に馴染むスポーツ

＆カジュアルウエアがメイン。シューズやキャップ、バッ

グなどの小物も展開している。シンプルで洗練され

たデザインに、ガルフのロゴエンブレムやコーポレート

カラーをあしらっているのが特徴で、レーシーかつヴィ

ンテージ感のある風合いが魅力となっている。

120 年以上の歴史を持つガルフオイル。石油会社でありながら、アメリカのモータリゼーションの波に乗って庶民の生活に慣れ
親しまれ、ロゴはファッションアイコンとしても愛されている。ガルフのモータースポーツ黄金期をイメージした、オフィシャル
ライセンスアパレルラインは、スピードへの憧れとチャレンジ精神を落とし込んでいる。

ガルフ レーシング タイムレス ヒストリー 
ベースボール キャップ

¥6,600

ガルフ タイムレス ヒストリー ジップ フーディー
¥24,200

トライアルマスター 
モーターサイクル ジャケット

¥126,500
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SUNRISE SUNSET

ウィンター アーバン ライディング ジャケット ¥59,400 ウィンター アクシス ジャケット 24　¥64,900 エクストラ ウォーム フーディー 2　¥49,500

フィフティーシックス 
レーシング チーム 
サークル キャップ
¥4,840

ブラック

ブラック

ブラック

グリーン

ネイビー

テクスチャー   イエロー×ブラック フィフティシックス   ホワイト×ブラック

テクスチャー   レッド×ホワイト トリミング   ネイビー×ホワイト

ブラック アイボリー
ブラック×
アイボリー

カーキ

ブラック×レッド ブラック×ゴールドシルバー

ブラック
×イエロー

ブルーグレー
×レッド

ブルー

ライディング カバーオール　¥42,900

ブラック

ネイビー

オリーブ

ブラック×ブルー ネイビー×カーキ

エア スルー バックパック¥24,970 ヘルメット サック ショルダー　¥24,750

レザー ライディング グローブ
¥11,990

ロール バッグ
¥9,790

ミニ メッセンジャー バッグ ¥12,100

フィフティーシックス 
ピット イン 
リフレッシュ ミスト 
¥3,960

ネックウォーマー ¥4,950

エドウィン コラボ 3D フィット ワイルドファイア 
デニム コーデュラ　¥19,800

ウインド ブレーカー　¥17,600

One Wash Damage Washed
アイボリーブラック

Damage Washed
バックスタイル

ホーン モーターサイクル 
スニーカー
¥46,200

グース 
バイカー スニーカー

¥46,200

クラヴィッツ クラシック 
エブリデイ
¥49,500

テレン 
バイカー ブーツ

¥49,500

MX エディション 
2024

¥46,200

ストリングフィールド カウボーイ 
レディース ブーツ

¥48,400

フィンチ モーターサイクル ブーツ
¥49,500

ボンハン X 
バイカー スニーカー

¥46,200

ラッサー カウボーイ 
ブーツ

¥57,200

デューン 
バイカーブーツ

¥49,500

ビアード レディース 
カウボーイ ブーツ

¥48,400

ブラック
×ブラック

グリーン
×ブラック

ネイビー
×コヨーテ

ブラック ホワイト

グリーン
コヨーテ

https://store.motorimoda.
com/c/8700?sort=latest

商品ページはこちらから
https://store.motorimoda.
com/p/search?tag=UMBERTOxLU
CE&nostock=true&sort=latest 

商品ページはこちらから

56design は、今までになかったコンセプトで立ち上げられたブランド
です。趣味として、スポーツとして、ファッションとしてバイクライフを楽し
んでいる人、今は乗れないけれど、いつかはバイクに乗りたいと思って
いる人。 そしてバイクには乗らなくても、MotoGP やレースを見るのが
大好きな人・・・ “56design”が、そのすべての人たちを結びつけるキー
ワードになれたらと、Life with Motorcycles の心で願っています。

ハンドメイドであることに注がれる情熱。
クラシカルでありながらもユニークなデザインと、確かな安全性能
でモーターサイクルブーツを再定義しています。Umberto Luce
の製品は、アートとファッションを融合した機能性を第一に製作
されています。



p6 p7

オリジナル 
ネックチューブ

¥3,300

ボックス ロゴ スウェット フーディ
¥6,930

ロゴ スウェット シャツ
¥6,930

ARTA ＆ AUTOBACS 
ロゴ ドライ ポロシャツ

¥7,900

コーデュラ バックパック
¥16,280

ニューエラ ナイントゥエンティ 
ARTA クロス ストラップ ¥4,950

ARTA ＆ AUTOBACS 
ロゴ ドライ Tシャツ

　¥4,900

ニューエラ ナインフォーティ ARTA 
A-Frame トラッカー ¥4,950

マフラー タオル
¥2,750

フード タオル
¥4,620

ARTA レプリカ 24 Tシャツ
¥8,800

ARTA MUGEN テック Tシャツ
¥7,920

ARTA ＆ STATEMENT 
ロゴ ドライ Tシャツ　¥4,900

ブラック ブラック オレンジ

バックプリント

ホワイト

オレンジ

ARTA ＆ AUTOBACS 
ロゴ ドライ ショーツ

　¥6,500

ARTA ショートソックス 
3 枚組　¥2,500

https://store.motorimoda.com/
c/1021?sort=latest

商品ページはこちらから

https://store.motorimoda.com/
c/2203?sort=latest

商品ページはこちらから

マルチ チケット ホルダー
¥3,300

ARTA ロゴ 
キーチェーン

¥800

ニューエラ 
ナインフォーティ ARTA ¥2,970

ホワイト ブラック

ブラック

ブラック
×ホワイト ブラック

×ホワイト

オレンジ
×ブラック

オレンジ×ブラック

ブラック
×ブラック

ブラック

ホワイト

ブラック

ブラック オレンジ

オレンジ

オレンジ

オレンジ

グレー

ホワイト

デニムブルー ベージュ

ブラック

グレー

グレー

サンド

グリーン

ブルー

テディベア ¥3,300

オリジナル ビーニー
¥6,600

VITTORIA 
ベースボールキャップ

¥6,600

PILOT CAMOSCIO 
シューズ
¥66,000

クラシックカー 
シルクスカーフ

¥16,500

メタル ロゴ ピンバッジ
¥2,200

メタル キーリング
¥2,970

 LEGENDARY Tシャツ
¥7,700

RED ZIP 
ソフトシェルジャケット

¥24,200

Vネッククールマックス 
セーター 2024

¥27,060

EMIR ATES ポロ
¥15,400

ラフェスタ 
オリジナルフーディ 
2024
¥14,520

ホワイトネイビー

ネイビー グレー

2WAY 
ストレッチシャツ 

2024
¥27,060

MONACO 
ダッフルバッグ

¥19,800

キャンバス コットン 
ショルダーバッグ

¥13,200

マルチ ショルダー ポーチ
¥6,500

ブラック ブラック ブラック ホワイト

国内最高峰の自動車レース、Super GT の GT500 クラスに参
戦している、ARTA（オートバックス・レーシング・チーム・アグリ）
の新作オフィシャルチームグッズ。サーキット観戦に必須なレプリカ
ウエアやキャップをはじめ、普段使いやスポーティーなシチュエーショ
ンにも最適なアパレルからアクセサリーなどを幅広く展開。

“ 世界で最も美しいスポーツカーの祭典 ”と呼ばれる、イタリア
伝統の自動車レース「Mille Miglia ／ミッレ ミリア」。そして日本
で開催されるラ・フェスタ・ミッレミリアとラ・フェスタ・プリマベラ。
同イベントのオフィシャルアイテムです。
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憧れたのはバイク小説で描かれた
バイクと旅の世界。
 「小学校中学校の頃から自転車で 1 人でツーリング

によく行ってました。当時、バイクが流行っていましたが、

身のまわりを見ると、どちらかというと暴走族というか…

バイクイコール反抗のシンボルみたいな時代だったん

ですよね。高校生の頃は、自分が本格的にバイクに

乗るというのは思ってなかった。ただ本を開くと、バイク

小説なんていうのも当時は流行っていて、自分としては

そちらの世界に憧れがありました」

　バイクとの馴れ初めを語るのは、モトーリモーダ銀

座店で店長を務める加賀博文さん。転機となったの

は、大学進学で長野県に引っ越したことだった。

 「長野県はバイクに乗って楽しい道、走りたい道がた

くさんあるところで、バイク乗りのメッカみたいな場所でし

た。ふと、バイト先の友達に『お前、バイク似合うんじゃ

ない？』って言われたことがあって…。それまで自分は乗

らないって思っていたんですけど、『あ、俺、乗っていいん

だ』と思って（笑）。すぐその足で免許を取りに行きました」

　こうして、18 歳で二輪免許を取得。バイクでのツー

リングにすっかりハマってしまったのだ。その後、イギリ

ス製の高級車ディーラーやスポーツカーの輸入販売

に携わった後、トライアンフの正規販売店に勤務。プ

ライベートではツーリングを楽しんでいた。

 「バイク業界に入って5 年ほど勤めるうちに、乗り物の

スペックがどうのこうのっていうところよりも、スタイルとか

ファッションの方に興味が本当はあったんだ…というとこ

ろに気づいたんです。そのタイミングで新しいチャレン

ジをしたくなりました」

　そんな折り、もともと客として通っていた「モトーリモー

ダ」で人材を募集しており、応募したところ採用決定。

今年で 3 年目を迎える。休みの日には愛車トライアン

フのスラクストンRSでツーリングに出かけ、旅の様

子をSNSに投稿しているという。

 「昔からインスタグラムにツーリング写真を投稿してい

たんです。そうしていく中で、お客様から実際にリアル

にツーリングをしてるライダーの意見として、コーディネー

トだったり、装備の助言を求められることが多くなってき

ました。自分の経験を伝えたい気持ちがあります。あ

とは単純に、景色のいい場所でバイクと撮った写真

をみんなに見せびらかしたい（笑）。中学生の頃、自

転車を置いて景色を撮ってたのが、今はバイクになっ

たっていうだけですね」

　日常的にバイク用のアパレルに携わるようになって、

1人のライダーとしてもツーリングのスタイルについて深く

考えるようになったという。

 「バイクはライダーがまたがって走らせて初めて完成す

る乗り物。バイクだけだったら止まって立ってることすらで

きない。どんなバイクに乗ってるかも重要ですが、どんな

スタイルで乗るかも重要だと思っています。自分としては

バイクバイクしたスタイルはあまり好きじゃありません。か

といって、機能や安全面を蔑ろにするのは違う。バイク

が変われば、着るものも変わりますし、季節でも変わる。

あと、降水確率によって変わるところもあります。安全は

もちろん大切ですが、あまり堅苦しく決めつけるのではな

く、自由な発想で、ライダー1人 1人がもっと高い意識

で自分のスタイルを探してもらえると嬉しいですね」

　それぞれのライダーが自分のバイクライフに合わせ

た、自分流のスタイルを見つけて欲しいという。

 「やっぱり接客の基本はそこから。プラスアルファで、

自分の色、味を出してもらいたいと思います」

愛車の世界観と
合わせた
コーディネートで
ファッションを
楽しむ。

モトーリモーダ銀座店の販売スタッフとして働
く吉田さんは、イギリス車を愛するファッショ
ニスタ。取り扱いブランドを熟知した吉田さん
が、愛車のある暮らしを楽しくする冬のコーディ
ネートを提案してくれた。

スタッフコーディネート編・吉田勝さん

スタッフツーリングレポート編・加賀博文さん

ミッレミリア RED ZIPソフトシェルジャケット ¥24,200 ／ Mille Miglia、ミッレミリアオリジナルビーニー
¥6,600／ Mille Miglia、ミッレミリア キャンバスコットンショルダーバッグ ¥13,200／ Mille Miglia、ハラマ 
クルードレッドシューズ ¥26,400／ Linea di Corsa、アンバススリムフィットジーンズ ¥36,300／ Replay 

機能性や安全性はもちろん、
カッコよさを楽しんで気分が高
揚する着こなしを

　バイク用アパレルからドライバーズグッ

ズまで取り揃える「モトーリモーダ」銀座

店に勤める吉田勝さん。長年アパレル

業界に携わってきたというファッショニスタ

だ。プライベートではバイクよりもクルマ派

で、BMWの 2016 年式のミニクーパー

を所有している。

　ちなみに BMW はドイツの自動車

メーカーであるが、ミニクーパーの発祥

はイギリスのブリティッシュモーターコー

ポレーション（BMC）だ。2001 年に

BMWブランドになったが、デザイン設

計はイギリス車だった頃のものを受け継

いでおり、生産もイギリスで行っている。

そんなイギリス車を愛する吉田さんが、

モトーリモーダに勤めるキッカケとなったの

は、イギリスブランドのベルスタッフを扱っ

ていることからだった。

 「キッカケはベルスタッフですね。イギリ

スのデザインとワックスコットンの風合い

が好きなんです。もともとアパレルが好き

で、アパレルの輸入卸しをしている会社

に勤めていました。その経験を活かしな

がら、好きなワックスコットンに触れたかっ

た。モトーリモーダは輸入に力を入れて

いる会社でしたし、今までの経験も少し

は生かせるんじゃないかなと」

　取り扱いブランドを熟知した吉田さん

が、愛車のある暮らしを楽しくする冬の

コーディネートを提案してくれた。まずは

バイク乗り向けに、アウターはパンドモト

製タタミLT01ジャケットをセレクト。1.1

〜1.3mm 厚のオイルドレザーを使用し、

肩と肘にCEレベル 1 認定の D3Oプ

ロテクターを装備している。

 「テーマはクラシックでありながらもちょっ

と今風。ヨーロッパ製のアパレルは、日

本人に合うサイズがあまりないんです

が、パンドモトは割とコンパクト。タイト

に着られるモデルです。パンツはジョン

ドゥーのパイオニアモノXTM ジーン

ズ。引裂強度の強いデニムで、プロテ

クターもしっかり入ってます。靴もジョン

ドゥーのシフターXTM ブーツ。サイド

ジップで脱ぎ履きがしやすい。ソールも

柔らかいので、バイクを降りた後にカ

フェに立ち寄られたりお土産を探したり、

歩くシーンが多い場所でもお使いいだ

けます」

　もう一着は、撮影に使用したベスパ

に合わせつつクルマにもマッチするスタ

イルだ。

 「ジャケットは私の大好きなイタリアのブラ

ンド、ミッレミリアの REDZIPソフトシェル

ジャケットです。同じブランドでニット帽や

小物もコーディネートしました。単純にカッ

コいいし、ヨーロッパの他の国 に々ないイ

タリアらしい色使いがいいですね」

　吉田さんいわく、カッコよく着こなすコツ

は愛車の世界観と合わせることだという。

 「私の場合、車に乗る時はミニなので

イギリスっぽい雰囲気にしています。お

客様でしたら、バイクに乗られてる時

の写真だったり、もしくは目の前でバイク

を見て、世界観がちゃんと作り出せるよ

うなコーディネイトを心がけています。あ

と色使いも重要。なおかつ、気分が

高揚するような着こなしを、安全と共に

ご案内しています。機能性だけじゃな

くてファッションも同時に楽しみましょう。

そこが私のモータースポーツとアパレル

を融合させる考え方です」

リアルにバイクで
走り続けて
いるからこそ、
自分流のスタイルに
こだわりたい。

モトーリモーダ銀座店で店長を務める加賀さ
んは、自らもトライアンフのスラクストンRS
を駆るバイク乗り。休みの日には愛車でさまざ
まな土地へツーリングに出かけている。リアル
に乗り続けているからこその気づきをフィー
ドバック。バイク乗りの目線からライディン
グスタイルの提案をし続けている。

タタミ LT01ジャケット¥82,500
／ PANDO MOTO、パイオニア
モノXTMジーンズ ¥41,800 ／
John Doe、シフターXTMブーツ
¥30,800 ／John Doe、ウィズ
レーウィンターグローブ ¥15,400
／helstons、モーザッハ（パヴィヨン）
ヘルメット ¥169,400 ／ Ruby、
スピード 4ゴーグル ¥15,400 ／
baruffaldi、フーディウィズバイカー
パッチ¥44,000／REPLAY、ネッ
クチューブ ¥3,080／John Doe
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https://store.motorimoda.com/
c/2712?sort=latest

商品ページはこちらから

マイクロ ポリ コーチジャケット
¥36,300

RIDE HARD 
バイカー ウインドウジャケット

¥45,100

プリント＆パッチ オーバーシャツ
¥59,400

ピーチハンド コットン フリース スウェット
¥41,800

ウールブレンド ニット
¥34,100

スーパークロス ライダー 
グラフィック Tシャツ

¥19,800

ブラック アーミーグリーン チャコール ライトミリタリー

エンボス リサイクルファイン ベスト
¥46,200

デジタルカモ コットンツイル 
フルジップ シャツ　¥46,200

ストレッチ コットン ピケ ポロシャツ
¥19,800

カスタム レタリング Tシャツ
¥9,900

スピリット 
レザー ベルト
¥24,200

ブラックウッドグレー スモークドアズール リードグレー

ホワイト アイアングレー/ バックスタイル

ブローニー スーパースリム 
インディゴ デニム

¥44,000

グローバー ストレート 
コンフォート ジーンズ

¥41,800

アンバス スリムフィット 
ジーンズ
¥36,300

カモフラージュ 
ロゴパッチ キャップ

¥11,000

3D ロゴ 
キャップ
¥11,000

パッチ＆プリント 
キャップ
¥12,100

ナイロン ショルダーバッグ　¥19,800

ブラック ナチュラルホワイトアーミーグリーン アーミーグリーン

クルーネック タイガー セーター
¥38,500

ブラック マスクグリーン

B.R.M × HRC
V12-44-SQ -N-HRC162

¥3,135,000

B.R.M × HRC
V6-SA-CRB-HRC-D-1b

¥1,485,000

B.R.M × Martini Racing
V6-44-SA-SＱ -DAM-MR02

＜Martini Racing™”＞
¥1,375,000

https://store.motorimoda.com/
c/1107?sort=latest

商品ページはこちらから

文字盤を作成するには、通常の機械加工に比べると12 倍もの時間が必要で
す。 ベルナール・リシャールは、すべて自分の目の届く範囲での作業にこだわりま
した。 フィッティングから組み立て、セッティング、研磨まで全ての主要な作業は自
らのアトリエで行っているため、年間で約 2000 個と数を制限し、品質を落とさない
ように大量生産を意識的に回避しているのです。 「B.R.M」は、これからも量で
はなく質にこだわり続けて、オリジナリティの高い時計を発信し続けていきます。

過去のヴィンテージを継承しつつ、全く新しいものを現代風にア
レンジしたイタリアを代表するデニムブランドとして、“リメイク”、“リ
クリエイト”、“リエラボイト” のコンセプトをテーマに、常に進化を
遂げてきました。 現在 R EPLAY はヨーロッパ全土を中心に、
世界 50 か国以上で展開。 

https://store.motorimoda.com/
p/search?tag=LineadiCorsa&nos
tock=true&sort=latest

商品ページはこちらから

パナメリカ コルサ　¥35,200 ハラマ トリコローレ　¥26,400 ハラマ ビアンコ　¥28,600

1961 年創業のフランスのブランド、Linea di Corsa（リネア・ディ・コルサ）は、
60 年代の官能的で甘くてほろ苦い人生を志すワンランク上の大人な男性
が快適に過ごすことを目的とした、"Dolce Vita Sporting Club"なアパレル
を展開している中で、同ブランドの主軸のひとつとなっている、ドライビングシュー
ズの販売をスタート。タウンユースとドライビングを両立させたスニーカーは、
まさにオシャレなクルマ好きに欠かせない1 足になってくれるかもしれません。
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　モーターサイクル発祥の地であるヨーロッパ。イギリ

スで世界初のガソリンエンジンのオートバイ（日本独

自の造語）が誕生してから、イギリス・ドイツ・イタリア

だけで 1800を超えるメーカーが存在し、その殆どが

消えていった。日本の 4 大メーカーは 1970 年代か

ら本格的にアメリカ・ヨーロッパ市場に参入し、世界

市場は大きく変化した。高性能な日本製品が、名だ

たるヨーロッパブランドの衰退のきっかけになったことは

間違いない。更に世界 GP やル・マン 24 時間レー

スなどの耐久レースにおける活躍が、ヨーロッパにおけ

る日本車人気を盤石なものとした。2000 年代に入っ

てからは海外資本導入などによってヨーロッパブランド

が息を吹き返しそこにアジアの新興ブランドも加わって、

かつてのモーターサイクル発祥の地のムーブメントは

大いなる盛り上がりを見せている。

　日本で言われるところの絶版車、つまりビンテージバ

イクの市場はどうなのだろうか？我が国では 20 年余に

渡ってブームが継続している。現在日本国内で流通し

ている逆輸入車のメインはアメリカ仕様で、ヨーロッパ

仕様は希少とされてきた。そこには為替レートや流通上

の理由もあるが、乾燥地帯が多いアメリカとは対照的な

ヨーロッパウェザー（雨が多く、室内保管が前提）が、

動態保存を困難にしているという事情がある。

　ここに紹介する販売車両は、そんなヨーロッパの各

地で発見された希少車である。アンティーク（製造か

ら100 年以上が経過した骨董品や家具）の価値

を知るヨーロッパの人々 は、古い物や歴史に敬意を

持っている。つまり発見されたビンテージモーターサイ

クルは大切に保管されていたものが多く、外装・機

関共にオリジナル状態が堅持されている。

　例えばこのカワサキ 500SS、エグリタンクと呼ばれた

貴重な初期型だ。エボニーのイメージが強いがビビット

なレッドも生産されていた。余り知られていないがヨーロッ

パ、特にドイツでは２ストトリプルが大人気。空冷 4 気

筒の Zと並んで専門ショップが数多く存在する。この

車両はマイルメーター表示であることから、アメリカで購

入され大西洋を渡ってきた車両と推測される。

更に２台のスズキGS1000Sに注目されたい。AMAスー

パーバイク選手権におけるスズキのデイトナ４連覇を記

念したウエス・クーリーレプリカである。AMAは全米

選手権であるからGS1000をベースにした記念モデル

のヨーロッパ仕様（㎞ / 表示メーターとロングフェンダー

が特徴）は貴重だ。もう一台のカスタムGSも興味深

い。当時 GS1000エンジンをベースとしたフランス・スズ

キが世界耐久選手権で大活躍した。現車は耐久レー

サーをイメージしたようなオリジナルカウルを装着している。

ヨーロッパ仕様のライムグリーンの Z1000R ２も極め

て珍しい。いわゆるローソンレプリカのメイン市場はア

メリカとカナダであった。ライムの新芽か、悪魔の色を

イメージしたと伝わるライムグリーンがヨーロッパ人の好

みには合わないという分析があり、欧州専用色が存

在する。この R2 の完成度が後の Z1100R（空冷

Z のファイナルモデル）に繋がったという点で、ベース

の Z1000J 同様に歴史的価値のある名車と言える。

MAGNI（マーニ）GIAPPONE52は、イタリア語で日

本を意味するジャポーネの名にあるように当時の輸入元で

あった福田モータース50 周年と、マーニの20 周年の記

念モデル。エンジンはモトグッチの1100スポルト。

ビンテージバイク、特にヨーロッパ仕様との出会いはま

さに一期一会。絶好の機会を逃すと次のチャンスが

いつ訪れるかは分からない。もし貴方の琴線に触れ

た車両がここにあったなら、現車を実際に確認して吟

味されることをお勧めしたい。　ツーリングシーズンといえば「夏」というイメージが強いが、実

はエンジンにとって最も過酷なのが「暑い夏」である。外気温

が高いと冷却機能が効果を発揮しにくいため、エンジンが過

熱しやすくなってしまうのだ。また、一般的に暖かいと酸素は薄く、

寒いと酸素が濃くなるといわれている。気温が低いとより多くの酸

素を取り込むことができるので、燃焼効率が向上するのだ。つま

り、気温の低くなる秋から冬、春先にかけては、エンジンにとっ

ては絶好の季節といえる。

　もちろん、ライダーにとってもメリットはある。寒くなると空気中の

水やゴミが少なくなり、景色が夏より澄んで遠くまでキレイに見るこ

とができる。ツーリング通には「冬が好き」という人も少なくない。

　とはいえ、バッテリー関係は寒さに弱くなるし、ライダーを取り巻

く走行環境は過酷だ。ライディングウエアや装備には防寒性や

機能性はもちろん、ファッション性にも気を使いたい。そこで、モ

トーリモーダが主催するファンミーティングイベント「Motorimoda 

Days  2024」にやってきたファッショニスタたちを参考にしよう！

　冬のライディングファッションの基本は「重ね着」をする定番

のレイヤードスタイル。寒さ対策のためだけに重ね着をするので

はなく、下に着るアイテムもしっかりとオシャレに魅せるのがコツだ。

　まず、ライディングスタイルの要となるのがアウターだ。防寒と

防風性、そして、必要性に応じてプロテクション機能を装備し

たい。この日は晴天とあって、軽装の人もチラホラ。コートやジャケッ

トを脱いでくつろぐ人も。レザーのライダースジャケットや、ワックスコッ

トンのトライアルジャケット、テキスタイルのワークコートやミリタリー

コートなど多種多彩だ。

　次に、色や素材でディテールを高めるのがインナーとミッドイン

ナーだ。Tシャツや襟付きシャツに、パーカーやスウェットを合わ

せ、コーディネイトにメリハリをプラス。色や素材の質感の違いで

奥行きを持たせている。

　そして、ポイントとなるのが小物。ヘルメットを脱いでもヘアスタイ

ルに影響がないように、キャップやキャスケット、ベレーなどのヘッド

ウエアを愛用する人多数。フットウエアはライディング用でもシュー

ズやブーツなどにタイプが分かれた。防風性を高めるネックウォー

マー、まぶしさの軽減や防風に役立つサングラスもバイク乗り

の定番アイテム。小物に存在感のあるアイテムをプラスして、個

性的な着こなしに仕上げていた。もちろん、愛車とのコーディネイ

トも重要で、ファッションはバイクの楽しみのひとつとなっている。

500SS マッハIII (H1) 
/Kawasaki  

500 MACH(H-1) ●エンジン : 空冷 2 サイ
クル 3 気筒●排気量 :498cc ●初年度登
録 :日本国内未登録車 ●保管状態 : 室内
保管 (日本到着後 ) ●走行距離 :12,515 マ
イル ( ※約 20,140km)

203.5万円

GS1000E/S 
/SUZUKI 

GS1000S(GS1000) ●エンジン : 空冷 4
気筒 DOHC 2 バルブ●排気量 :997cc ●
初年度登録 :日本国内未登録車 ●保管
状態 : 室内保管 (日本到着後 ) ●走行距
離 :24,720km 

132万円

GS1000E/S /SUZUKI
車検 2025 年 4月

GS1000(S)(GS1000) ※ 2 型●エンジン : 空冷
4 気筒 DOHC2 バルブ ●排気量 :997cc ●初
年度登録 :2023 年 4月●保管状態 : 室内保管 
(日本到着後 ) ●走行距離 :13,777km ●
カスタム外装：フルカウル　シート：表皮張替（※ジュ
リアリー製）・ハンドル：セパレートタイプ・ウィンカー：
リヤ用スモールタイプ
・マフラー：社外品（※LINEA OG JOLLY）・ポイ
ントカバー：スケルトン・リヤサス：MARZOCCHI 製・
点火系：ASウオタニ製（※ピックアップコイル含む）
・クラッチ系：握力軽減キット組み込み済み・その他：
別体式 ETC2.0

242 万円

GIAPPONE52 /
MAGNI
車検 2026 年 5月

ジャポーネ 52(MG4) ●エンジン : 空冷 2
気筒 OHV ●排気量 :1,060cc ●保管状
態 : 室内保管 ●走行距離 :12,924km( ※
機関維持の為、多少延びます。) ●カスタム:・
別体式 ETC1.0

330 万円

Z1000R 
/Kawasaki

Z1000R2(KZT00R) ●エンジン : 空冷 4
気筒 DOHC 2 バルブ●排気量 :998cc ●
初年度登録 :日本国内未登録車 ●保管
状態 : 室内保管 (日本到着後 ) ●走行距
離 :61,689km ●カスタム :・ブレーキ : 前後
ステンレスメッシュホース・リヤサス

143万円

FTR Carbon /Indian 
車検 2027 年 10 月

FTR Carbon ●製造年 :2021年●エンジ
ン : 水冷 V ツイン●排気量 :1200cc ●初
年度登録 : 令和 3 年 10 月●保管状態 :
室内保管●走行距離 :2,523km ●別体式
ETC2.0
S&S 製フルエキゾーストマフラー（ノーマル無）
左右スクエア型ミラー（ノーマル無）

231万円

TR5T /トライアンフ
車検 2027年 3月

1974 年製の TR5T Trophyは 929 台しか
製造されなかった希少車です
TR5T Trophy●製造年:1974年●エンジン:
空冷 OHV 2 気筒●排気量 :500cc ●初
年度登録 : 令和 6 年 3月●保管状態 : 室
内保管 (日本到着後 ) ●走行距離 :3km(※
正確な実走行距離は不明 ) ●カスタム:USB
電源1ポート付属●

260 万円

Motorimoda maniac bikes

Motorimoda Days  〜 Riding Wearで会場を彩ったFashionistaたち〜

バイク100台限定で開催されたモトーリモーダ主催
の「Motorimoda Days  2024」には、ファッショ
ンに敏感なモーターサイクリストたちが大集合。
秋冬のライダースファッションを身に纏った来場
者たちをご紹介しよう。

チャワラ・ラジャット　さん
2023 HONDA GB350S
@rastalavistaaa（Instagram）

アンザ　さん
2024 Triumph Scrambler 900
@anza.shahzad（Instagram）
@rotiandridesjp（Instagram）

柳田祐佳　さん
YAMAHA MAXAM

MAO　さん
1969 Triumph TR6C Trophy
@medamanooyajiii（Instagram）

杉本航一郎　さん　Royal Enfield CONTINENTAL GT 650
まき さん　YAMAHA SR400　@maki._66（Instagram）

山本晶　さん
1985 HONDA GB500TT

宮本政宗　さん
Ducati GT1000
@ginji_miya_moto（Instagram）

長谷川秀夫　さん
1998 HONDA STEED VLS

西山正輝　さん
Royal Enfield BULLET 350
@monansiroppu（Instagram）

モトーリモーダ ルーチェ
（TEL：042-454-5020）

車両に関するお問い合わせ
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秋晴れの祝日、宮ヶ瀬に
オシャレなバイク乗りが集結！
　世界のトレンドをいち早く取り入れ、スタイルにこ

だわるバイク乗りに人気のセレクトショップ「モトーリ

モーダ」は、東京・銀座を拠点に全国に展開。ファッ

ションに敏感なモトーリモーダファンも全国各地に存

在している。そんなファッショニスタたちに向けたマニアッ

クなファンミーティング「Motorimoda Days 2024」が、

11 月4日の祝日に開催された。

　実は約 8 年ぶりとなる主催イベントで、前回は八ヶ

岳自然文化園で開催。今回は神奈川県の宮ヶ瀬湖

近くの相川町にある「Miyagase Village（宮ヶ瀬ヴィレッ

ジ）」が舞台だ。バイクと車をテーマにした都市型カ

フェ「ユナイテッドカフェ」の宮ヶ瀬店。山や湖に囲まれ

た自然の豊かな地域の中にあり、「山あいのドライブイ

ン」がコンセプト。都心からクルマやバイクで約 1時

間程度というアクセスのよさが魅力だ。

　ギャラリースペースを併設したカフェを中心に、様々

なコンテンツを展開。車中泊できるRV パークやテン

ト泊ができるキャンプエリア、20ftコンテナが並ぶマル

チスペース、芝生のイベント広場など、約 1000 坪に

わたる広大な敷地にさまざまな施設があり、まさにヴィ

レッジ＝村という印象だ。

　この日はモトーリモーダのイベントで貸切となっており、

1日限りのモトーリモーダ村が出現！　完全予約制で

来場はバイクのみ 100台限定というもので、プライベー

ト感も満載。協賛には、モトーリモーダが厳選するこ

だわりの 6ブランドがラインナップした。

　11 月4日当日、朝9 時にゲートオープン。大型の

台風 21号「コンレイ」の影響で開催が危ぶまれたが、

見事に快晴となり、続 と々バイクが到着。トライアンフ

や BMW、ドゥカティといった欧州車をはじめ、国内外

のバイクが集まり、駐車スペースにはオーナー自慢の

愛車がズラリと並んだ。参加者にはドリンクチケット、モ

トーリモーダ直営店や公式オンラインショップで使える

500円 OFFクーポンがプレゼントされる。バイクとマッ

チしたファションで、オシャレ度の高さはさすがの一言！　

華やかにイベントがスタートした。

　メイン会場への小高い丘を登っていくと、ベンダー

ブースやフードスタンドが並ぶショッピングエリアが目の

前に広がっており、フードスタンドではドリンクの他、カ

フェメニューと違う軽食メニューを用意。人気は骨付き

ソーセージのホットドッグ！　芝生の敷き詰められた広

場でピクニック気分を楽しんだ。

　ベンダーブースは 56 design、白いTシャツと黒いバイ

ク。Dark、Heart Beat Motor Club、SHINICHIRO  

ARAKAWAなど、コンセプチュアルなブランドがライン

ナップ。白いTシャツと黒いバイクでは、ライブプリンティ

ングがおこなわれ、ライダーたちに大好評だった。また、

愛車のある暮らしを提案するCASA GARAGE の

モデルハウスならぬ、モデルガレージが展示。オシャ

レなカフェのようなガレージに、多くのライダーが興味

津 で々見学に訪れていた。

　そうして、11時からお待ちかねのステージスタート。

モトーリモーダの代表、岡林道則さんがサプライズで

トークショーに登場！　銀座店スタッフのちゃきさんが

MCを務め、バイク系インフルエンサーで YouTube

チャンネル「YU.SR500 / 愛車のある暮らし」を主宰

するYU（ユウ）さん、ロイヤルエンフィールドジャパン

のアンバサダーを務めるモトブロガーの mapicoさん

が登壇。台本なしのフリートークで、愛車への思い入

れやファッションへのこだわりを語った。そのほか、即

席のテーマに合わせた無茶振りトークなどもあり、和や

かで楽しいトークショーとなった。

　続けて協賛ブランドからの豪華景品や商品券を

かけて抽選会が開始。最初に振り分けられた入場

番号による抽選で、モトーリモーダで購入したアイテム

を身につけていると、そのアイテムの数に応じて当選確

率が UP するルールだ。例えばジャケット1 着を購入

していたら当選確率は 2 倍、さらにシューズも購入して

いた場合は3倍となる。当選番号がアナウンスされると、

歓声が沸き起こり、ステージは大いに盛り上がった。

　ちなみに当日は、モータリストによるイタリアのメーカー、

ファンティックの試乗会も開催。公道を使った先導車

つきの試乗で、多くのライダーたちがファンティックの人

気モデルを楽しんでいた。

　こうして、盛りだくさんのコンテンツを楽しみ、14 時

には解散。旅するライダーたちの止まり木のような和や

かで温かいイベントとなった。

バイク乗りのファッショニスタが集う
Motorimoda Days 2024 開催！
東京・銀座を拠点に大人のモータースタイルを発信するセレクトショップ「モトーリモーダ」が 8 年ぶりに主催イベント

「Motorimoda Days 2024」を開催！　ファッションやトレンドに敏感なバイク乗りたちが集うファンミーティングだ。

【イベント名】Motorimoda Days 2024

【開催日時】
2024年11月4日（月・祝）9:00 - 14:00

【開催場所】
Miyagase Village(United Café) 敷地内
神奈川県愛甲郡愛川町半原 2574
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Shop Information

56design を中心とした実力派二輪系ブランドが集結
56design TOKYO by Motorimoda 
住所 〒150-8330 東京都渋谷区宇田川町 21-1 西武渋谷 B 館 6 階
営業時間 10:00〜20:00　TEL.03-3462-3651
・交通機関 JR 山手線、埼京線、湘南新宿線、成田エクスプレス（ハチ公口）
  東京メトロ 銀座線、副都心線、半蔵門線 東急 東横線、田園都市線、京王 井の頭線 「渋谷駅」徒歩3分

国内最大の売り場面積を誇る直営店が誕生！
モトーリモーダ 神戸 
住所 〒 658-0027 神戸市東灘区青木 1-2-34 サンシャインワーフ神戸 2 階
営業時間 10:00〜19:00　定休日：年末年始　TEL.078-806-8258
・交通機関電車でお越しの場合：阪神電車「青木」駅南へ徒歩 10 分 
・お車でお越しの場合：国道 43 号線「青木」交差点を海側へ 無料駐車場 850 台完備

豊富なラインアップが魅力のフラッグシップストア
モトーリモーダ 銀座
住所 〒104-0061 東京都中央区銀座 8-16-6-1F
営業時間 10:00〜20:00　定休日：年末年始　TEL.03-6226-2515
・交通機関 JR「新橋」駅（銀座口）徒歩 9 分 　・地下鉄「銀座」駅（A3 出口）徒歩 11 分 
・都営大江戸線「築地市場」駅（A3 出口）徒歩 4 分 　・首都高速「新橋」IC から約 1 分

国内 2 店舗目となるドライバーズグッズの専門店
Pole Position by Motorimoda 
in A PIT AUTOBACS KYOTO SHIJO
住所 〒 615-0051 京都府京都市右京区西院安塚町１ 2Fカフェスペース横
営業時間 10:00〜20:00　定休日不定休（施設に準ずる）　TEL.075-326-0055
・交通機関嵐電嵐山本線 山ノ内駅徒歩 10 分　・阪急京都線 西院駅徒歩 14 分

無数のライトに照らされた大人の秘密基地
モトーリモーダ ルーチェ
住所 〒182-0021 東京都調布市調布ヶ丘 3-2-1
営業時間 10:00〜19:00　定休日：年末年始　
TEL 店舗直通：042-454-5020　＊EC 事業部：042-443-8567
・交通機関京王線「調布」駅徒歩 14 分　・中央自動車道「調布」IC から約 10 分

六輪愛好家が集い、その輪が広がる場所
モトーリモーダ 福岡 
住所 〒 818-0024 福岡県筑紫野市原田 6-5-10
営業時間 10:30 〜19:00（平日）、10:00 〜19:00（土日祝日）
定休日：木曜日/年末年始 ※定休日が祝祭日の場合は、通常営業致します。（年末年始を除く）
TEL.092-926-8862
・交通機関 JR「原田」駅徒歩 1 分 　・九州自動車道「筑紫野」IC から約 7 分

車好きとモータースポーツファン必見の専門店
Pole Position by Motorimoda in A PIT AUTOBACS SHINONOME
住所 〒135-0062 東京都江東区東雲 2-7-20 A PIT AUTOBACS SHINONOME 店舗内 2F 
営業時間 9:00〜21:00 定休日不定休（施設に準ずる）
TEL03-3528-0357（スタッフ直通：070-1539-5451）
・交通機関りんかい線「東雲駅」徒歩約 1 分 
・レインボーブリッジ方面：台場出口から約 5 分 千葉方面：有明出口から約 5 分

Publisher Motorimoda   design TAB design   writer Tsugusa Morita   photo Hirose Takahisa  

SNS でも情報を発信しています。是非フォローして下さい！

メルマガ 求人

いつもMotorimodaをご利用頂きありがとうございます。バイ
ヤー兼代表の岡林です。これまでの商品が中心だったカタ
ログから当社に関わる人々 にもクローズアップしたいと思いこの
ラビランスを発刊することにしましたが、いかがでしたでしょう
か？クルマ・バイクと言っても、そこにはさまざまなジャンルや趣
味が存在します。新たな発見が喜びになり、今後のモーター
ライフに影響を受けることもありますので、この本誌では形式
にとらわれない横断的なトピックを盛り込みたいと思います。

編集後記

Michinori Okabayashi


